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易部の5部編成であり,本店営業部と京都 ･神戸 ･広島･東京 ･堀留 ･高松各
支店をラインとした｡48年8凡 本店営業部としては8部14課の編成およびそ
の管下に栄町 (名古畳),鳥町 (小倉),錦町 (福井),足利,仙台の各出張所
を持った6)｡
神戸支店は旧大同貿易の本社で,B社の組織配置の中でも重要かつ特異な存












































































































































































































































































































































4) 例えば,芙蓉条談会,芙蓉総合開発 (樵),芙蓉海洋開発 (秩),芙蓉総合1)-ス等.





























































100 (100) 第144巻 第1号
もいえるものである.常務取締役以上をメソバーとする常務会では本部長のセ
クショナリズムがでやすいが,経営会議はそれを避けるため設置されたものと
みてよかろう｡
む す び
以上,丸紅の経営組織,特に本社鮭織およびその機能の変遷を中心に見てき
たのであるが,事態は改めて結論を要しないほどに明白であるといっていい｡
要するに丸紅の組織変遷は丸紅の発展方式,つまり総合商社化と密接に関連し
ていた｡神戸支店の本店-の統合,営業部門が含まれる本社概念の確立,東京
進出など,組織変遷の流れによって,丸紅の総合化のプロセスが浮彫りにされ
たと思われる｡
冒頭で述べたように,総合化は組織の膨張化 ･多層化を意味する｡そして組
織の多層化は分権化,つまり責任単位 ･利益単位の明確化 ･固定化を要請する
が,営業部門の自律化 ･分権化は必ずしも管理部門のサービス･調整機能を弱
めるのではなく,むしろその道である｡丸紅の場合には営業部門を包含す る
｢本社｣境界の拡大は本社機能の弱体化を意味するのではなく,業務本部の枚
能およびトップマネジメントの強化でみたように,むしろもっと大きなスケー
ルで本社機能の強化をもたらしたといっても過言ではないと思われる0
いずれにしても,総合商社化期の丸紅の組織変遷は総合化の進展に対応した
ものであり,一貫したロジックをそこに見出すこともできるのである｡
